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節
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範
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序

畳
目

佛
蘭

西

の

一
大
法
律
肚
會

思
想
家

レ
オ

ン

・
デ

ュ
ギ

ー
の
法
理
學

の

一
面
を
語

る
に
當

血
、
そ

の
前
提
と
し

て
、

彼

の
方
法
論
及

び
思
想
内
容

の
特
色

に

つ

い
て
若
干

の
理
解

を
得

度
く
思
ふ
。
要
す

る
に
彼

は
個
人
主
義

思
想
を
排

斥

し
て
實
謹
的
法
律
學

の
肚
會
的
職
分

を
高
調
す

る
の
で
あ

つ
て
、
彼
自

ら
、
近
時

に
於

け
る
法
律
學
愛

遷
の
特
色

は
、
哲
學
的
及
び
個
人
的
法
律
組
織

ω
景
鼠
ヨ
。
甘
「一島
ρ
器

ユ
、。
乙
δ

ヨ
弾
冨
℃
ξ

・。
言
ま

簿

凶=
臼
く
ご
轟
房
冨

よ
う
實
謹

的
及
び
肚
會
的
法
律
組
織

ω
k
・。ぶ
ヨ
・
言
「ζ

ρ
器

色
、。
乙
お

み
巴
ω9

9

ω。
。
芭
一ω冨

へ
の
推
移

に

あ

り

と

稽

し

て
ゐ

る
。
從

つ
て
彼

の
法
律
學

は
、
そ

の
方

法
論
に
於

て
實
謹
的
で
あ

b
、
そ

の
内
容

に
於

て
肚
會
的
で
あ

る
と
云

ひ
得

る
。 そ

の
方
法
論
が
徹
底
せ
る
實
讃
主
義
な
る
こ
と
を
、
私
は
彼
自

身
の
言
葉
に
よ
つ
て
説
明
し
度

い
。
曰
く
、

「
私

は
如
何
な
る
政
窯
に
も
叉
如
何
な
る
敷
會
に
も
厨
し
な

い
。
私
は
如
何
な
る
種
類

の
信
仰
に
劃
し
て
も
敬
意
を
表
す

る
け
れ
ど
も
、
然
し
何
等

の
ド
グ

マ
を
認

め
澱
。
私
は
專
ら
科
學
を
事
と
し
、
事
實

の
公
卒
な
る
観
察
を
基
礎
と
す

る
」
と
。
又
彼
は
云
ふ
、

「
法
律
の
世
界
は
閉
鎖
せ
ら
れ
π
世
界
で
も
な
け
れ
ば
又
實
在
か
ら
切
断
せ
ら
れ
π
世
界

で
も
な

い
。
そ
れ
は
理
想
界
で
は
な

い
。
戚
鯛
し
得
る
事
實

の
世
界

こ
そ
之
を
説
明
分
類
す
る
こ
と
が
必
要
と
せ
ら



れ

る
。
そ

の
具
膿
的
表
現

の
姿

に
於

て
把
握

せ
ら
る
べ
き

も

の
は
諸

々
の
人
間

の
意
思
で
あ

る
。

こ
の
意

思
に
よ
う

て
結
果

せ
ら
れ
π
肚
會
的
数
果

、

こ
の
意

思
に
よ
う

て
動

か
さ
れ
た
物
質
的
實
力

こ
そ
確
定
評
領
す

る

こ
と
が
必
要

で
あ

る
。
私

の
総

て
の
努
力

は

こ
の
目
的

に
向
け
ら
れ
て
來
力
L
と
。

叉

、
彼

の
思
想

は
そ

の
内

容
に
於

て
肚
會
的

で
あ

る
。
彼

は
法
律

の
基
礎
を
肚
會
に
求
め
、

「
法
律

は
肚
會
的
な

う
」
と
高
調
す
る
。
然
し
彼

は
肚

會
を
以

て
個
人

よ
う
濁
立
せ
る
濁
自

の
存
在
と
は
見

な

い
。
彼

は
、
弧

立
的
個
人

を
否
認
す

る
如
く

、
個
人
よ
り
離

れ
尤
濁
自

の
肚
會
的
實

在
を
否
認
す

る
。
換
言
せ
ば

、
個
人
に
し
て
肚
會
關
係

に

入
ら
ざ
る
者
な
く

、
個
人

の
關
係

に
非

ざ
る
肚
會
も
存
在

せ
諏
。

「
個
人
は
肚
會
的
に
な
れ
ば
な
る
程
多
く
人
間
的

で
あ

る
。
」

此

の
基
本
概
念

か
ら
彼

の
総

て
の
思
想
は
出
登
す

る
の
で
あ

る
。

デ

ェ
ギ

ー
は
多
く

の
黙

に
於

て
特
質
あ

る
主
張

を
唱

へ
て
ゐ
る
。
か

の
権
利
否
認
論

・
主
権
否
認
論

は
最

も
特
異

な

る
と
共

に
叉
非
難

の
多

い
と

こ
ろ
で
あ

る
。
是
等

の
黙
を
考
察
す

る
こ
と
な
く
し

て
彼

の
思
想
を
語

る
は
早
計
で

あ

る
。
然

し
此

の
黙
に
關
す

る
評
論
は
之
を
後

日
に
期
し

、
今

は
彼

を
理
解
す

る
第

一
段
階
と
し

て
否
認
論

の
根
底

を
な
す
と

こ
ろ

の

「
法

の
本
質
」
に
關
す

る
思
想
を
槍

討
せ
ん
と
思
ふ
。

と
㌧
に

「
法
」
と
は
所
謂

閑
拾

一。
α
o
費
o
界

を
指
す
。

「
法
規
」
と

云
ふ
を
適
當
と

す
る
か
も
知

れ
な

い
け
れ
ど
も

、
そ

の
内
容

は
法
規
範
或

は
法

の
根
本
原
則

の
意
味
で

あ
る
か
ら
、
他

面
に
は
成

文
法
の
法
條

の
意

に
解

せ

ら

る

＼
危
瞼

を
避
く

る

黙
を
も
考
慮

し
て
、
之
を

法

の
基

礎

概

念

四
六
五
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「
法

」

と

指

稻

す

る
。

從

つ
て

以

下

論

ず

る

と

こ

ろ

は

}ま
σq
δ

α
。
α
δ
津

の
基

本

概

念

で

あ

る

。

四
六
六

第

節

法

の

概

念

一
、
法
の

一
般
的

考
察
i

二
、
自
然

科
學
的
法

則
と
の
差
異

ー

三
、
問
題

の
順
序

一

法
は
個
人
の
中
に
存
在
せ
ず
し
て
肚
會
に
の
み
存
在
し
得
る
。
法
は
排
他
的
に
肚
會
的
で
あ

つ
て
個
人
主
義

的
自
然
権

の
基
礎
の
上
に
立

つ
も
の
で
は
な

い
。
法
は
叉
、
肚
會
権
力
の
所
産

に
非
ぎ
る
こ
と
恰
竜
そ
れ
が
個
人

の

力
に
非
ざ
る
が
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
は
肚
會
連
帯
に
基
く
事
實
で
あ
る
。
そ
れ
は
、客
親
的
原
則
で
あ
る
。
法
は
、
カ

ン
ト
の
主
張
す
る
如
き
實
践
理
性
の
無
上
命
令
で
も
な
く
、
功
利
主
義
者

・
快
樂
主
義
者

の
唱
ふ
る
道
徳
規
範
で
毛

な

い
。
そ
れ
は
事
實
の
原
則
で
あ
る
。
人
が

こ
の
原
則
を
有
す
る
は
、
先
験
的
形
而
上
學
的
原
理
に
由

る
の
で
は
な

く
、
人
は
肚
會
に
生
存
し
且
肚
會
を
離
れ
て
生
浴
し
得
ざ
る
の
事
實
に
由
る
。
法
は
人
が
肚
會
的
生
活
を
な
す
に
至

る
や
存
在
す
る
竜
の
で
あ
り
、
將
來
に
於
て
竜
肚
會
の
存
績
す
る
限
り
、
其
の
適
用
形
態
に
於
て
漫
化
を
來
す
と
も

本
質
的
基
底
に
於

て
漫

る
之
と
な
く
存
在
を
績
け
る
で
あ
ら
う
。
從

つ
て
法
は
肚
會
人

の
原
則
で
あ
る
。
斯
く
て
法

は
肚
會
の
事
實
と
共
に
登
現
し
來

つ
π
も
の
で
あ
め
國
家

の
創
造
に
非
ざ
る
が
故
に
、
成
文
法
と
錐
も

之
の
肚
會
総



員

に
適
用
せ
ら

る

＼
原
則

の
表

現
に
非
ざ

る
限

う
、
何
等

の
肚
會
的
意

義
を
も
有
せ
ぎ
る
結
果
と
な
る
。

二

上
述

の
如
く
法
は
肚
會
連
帯

の
事
實

に
基
く
肚
會
規
範

で

あ

つ

て
、
等

し
く
實
在
す

る

事
實

に
基
く

と
錐

も

、
そ

は
自
然
科
學
的
注
則
と
異

る
。
自
然

法
則
は
因
果
律
で
あ
う
肚
會
規
範

は
目
的
律
で
あ

る
。
自
然

現
象
は
原

因

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら
れ
、
そ

の
登
現

の
必
然
的
な
る
と
自

登
的

な
る
と
太
し
虎
差
異

は
な

い
、
然

る
に
、
人

の
行

駕

は
意
識
的

に
選
揮

せ
ら
れ
π

目
的

に
よ
う
て
決
定

せ
ら
る

＼
。

こ
れ
肚
會
規

範
が
文
化
現
象
と
し
て
目
的
律
π
る

所
以
で
あ

つ
て
、
総

て
の
目
的

は
肚
會
規
範

に
適

合
す

る
限

う
正
當
で
あ
う

、
此

の
目
的
成
熟

の
π
め
に
爲

さ
れ
尤

る
行
駕

は
総

て
肚

會
的
慣
値
を
有
し
、
從

つ
て
法
的
債

値
を
有
す

る
結
果
と
な

る
。
然
ら
ば
法
と
は
目
的
適

正

の
原

則
で
あ
ウ
、
因
果
律
尤
る
自

然
法
則
と

は
全
く
面
目
を
異

に
す

る
。
か
く

の
如
し
と
せ
ば

、
法
は
人

の
意
識
的
意

思

に
適
用

せ
ら
る

＼
も

の
で
あ
め
、
且

つ
人

の
意
識
的
行
爲

の
相
劃
的
慣

値
を
決
定
す

る
も

の
で

あ
る
か
ら

、
行
爲
準

則

図
、σq
δ

α
。
6
9
乙
鼻

Φ
と
稽
す

る
も
不
可

な

い
で
あ
ら
う

。
そ

は
行
爲
自

禮

の
個
人
的

絶
劉
的
償
値
を
決
定
す

る

も

の
で
な

い
か
ら
、
倫
理
法
則
π

る
も

の
で
は
な

い
の
で
あ

る
。

三

か
く

て
、
行
駕
準

則
は
肚
會
規
範
で
あ

う
法
と
な
る
竜
の
で
あ

る
か
ら
、
先
第

↓
に
行
駕
準
則

の
本
質
的
内

容
及

び
そ

の
特
質
を
述

べ
、
次
に
行
駕

準
則
と
法

、
法
と
道
徳
及

び
法
と
國
家
と

の
關
係

に
言

及
し
、
以

て
デ

ェ
ギ

ー
の
主

張
す

る
法

の
輪
廓
を
明
か

に
し
度

い
と
思
ふ
。

法

の

基

礎
概

念

四
六
七
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四
六
八

第

二
節

行
爲
準
則
(
趾
會
規
範
)の
慧
義

一
、
杜
會
蓮
帯
の
理
解
ー

二
、
行
爲
準
則
の
内
容
1

ω
、
第
二

の
準
則
1

②
、
第

二
の
準
則
ー

③
第

三
の
準
則
-

ω
、
三
準
則
の
要
約
-

1
⑧
、
客
観
的
地
位
の
意
義
-

三
、
行
爲
準
則
の

】
般
的
特
質
i

①
、-

②
、1

㈹
、

]

肚
會
連
帯

の
理
解

デ

ュ
ギ

ー
の
法
理
論

に
あ
う

て
は
肚
會
連
帯

の
理
論
は
不

可
蝕

の
前

提
で

あ
る
が

、
今

は
必
要

の
最

少
限
度

に
於

て
之

に
言
及
す

る
に
止
め
る
(註
)。

謁

壮

會
連
帯

論

に
就
き

て
ば

「
國

家
論
」
中

に
詳
論

あ
り

、
且
之

に
關
す

る
邦
丈
の
論

も
少
く

な

い
。
此
の
観

念

に
デ

ュ
ル
ケ
イ

ム
の
分
業
論

よ
り

(
想
な

得
た
も

の
で
あ

つ
て

デ
ュ
ギ

ー
法
理
論

の
根
抵

な
な
す

も
の
故

、
他
B

詳
論
す

る
機
會

が
あ

ろ
で

あ
ら
う
o

兎

に
角

、
彼
は

こ
の
連
帯

理
論

よ

り

あ

ら

ー9

ろ
赴
會
問
題
を

も
解
決

ぜ
ん
と
し

、
肚
會

分
裂
主

義

t
る

マ
ル
キ

シ
ズ

ム
乃
至
革
命
的

サ

ン
ヂ
イ
カ
リ
ズ

ム
の
階
級
闘

争
説
彪

強
く

排
斥

す

る
。
而
し

て
、
部

分
肚
會

に
よ
る
職
業
的

分
灌
制

と
政
黛

の
比
例
代
表
制

並

び
に
職
業
的
部

分
肚

會
の
職
業
團
禮
的

代
表
制
彪

以
て
、
近
代
経
濟

杜
會

に
最

も
適
當
で
あ
り

且
實
行
性

あ
る
政

治
組

織
な
り

と
主

張
す

る
の
で
あ

ろ
o

誠
實
な
る
實
謹
的
分
析
研
究
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
人
類
杜
會
形
態
に
於
け
る
唯

}
の
實
在
は
個
人
の
意

識
及
び
意
思
で
あ
る
。

こ
の
個
人
性
は
肚
會
團
騰
に
於
て
其
の
意
義
を
登
揮
す
る
。
即
、
人
は
個
人
的
で
あ
る
と
同

時
に
肚
會
的
で
あ

つ
て
個
人
性
と
肚
會
性
と
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
密
接
に
結
合
し
て
不
可
分
の

一

膿
を
な
し
交
互
作
用
を
な
す

の
で
あ
る
。
人
が
か

＼
る
肚
會
結
合
を
な
す

の
要
素
は
類
似
連
帯
及
び
分
業
連
帯
に
還

σ

■



元
し
得

る
。

こ
の
連
帯
に
よ
る
肚
會
的
相
互
依
存

の
事
實

之
そ
総
て
の
理
論

の
出
登
黙
で
あ
る
。
人
が
肚
會
生
活
を

欲
す
る
理
由
は
、
類
似
連
帯
意
識
ー

協
働
生
活
に
よ
う
て
の
み
充
足
し
得
る
需
要
共
同

の
意
識
を
有
し
、
又
分
業

連
帯
意
識

-
互
に
相
異
せ
る
能
力
に
基

い
て
役
務
を
交
換
す
る
こ
と
に
依
め
て
の
み
各
種
欲
望
の
充
足
が
可
能
な

う
と
の
意
識
を
有
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
即
、
人
は
個
人
性

の
意
識
を
有
す
る
と
共

に
、
自
己
を
他
と
結
合
す
る
二

重

の
連
帯
意
識
を
持

つ
。
個
人
性
は
肚
會
性
の
登
達
に
比
例
し
て
成
長
す
る
竜
の
で
あ
ウ
、
肚
會
性
は
個
人
性
を
伸

長
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
個
人
と
集
團
と
の
劉
立
を
主
張
す
る
議
論
は
事
物
の
眞
相
に
合
致
せ
顧
。
雨
者
は

一
膿

に
融
合
す
る
も
の
で
あ
ウ
、
こ
の

一
膿

こ
そ
人
そ
れ
自
禮
な
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
連
帯
と
は
、
需
要

の
共
同
と
分
業
と
に
よ
つ
て
、
人
類
肚
會
の
構
成
員
、
特
に
同

一
肚
會
集
團
の
構
成

員
を
相
互
に
結
合
す
る
と

こ
ろ
の
相
互
依
存
の
事
實
で
あ
る
。
こ
の
結
合
關
係
の
態
容
は
時
間
的
塞
間
的
諸
條
件
に

よ
つ
て
凝
移
す
る
も
の
で
あ

つ
て
、
法
學
者
の
任
務
は
正
に
こ
の
諸
條
件
の
配
合
關
係

の
認
識
槍
討
に
存
す
る
。
然

し

一
般
的
に
は
、
類
似
連
帯
に
比
し
分
業
連
帯
が
よ
り
重
要
な
る
役
割
を
演
じ
來
る
の
傾
向
あ
め
、
分
業
連
帯

の
登

達

に
よ
う
て
肚
會
連
帯
に
よ
る
肚
會
結
合
は
盆
々
緊
密
と
な
る
の
傾
向
が
あ
る
と
云
ひ
得

る
。

Z
の
人
を
結
合
す
る
と

こ
ろ
の
相
互
依
存
の
事
實

に
基

い
て
肚
會
規
範
と
し
て
の
行
爲
準
則
は
必
然
的
に
存
在
す

る
。
何
故
な
ら
、
之
無
く
し
て
は
肚
會
は
存
立
し
得
な

い
で
あ
ら
う
か
ら
。
人
は
肚
會
な
く
し
て
は
生
活
す
る
乙
と

法

の

基

礎

概

念

-

四
六
九
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を
得
ず

、
祀
會

は
か

＼
る
杜
會
規
範

な
く
し

て
は
存
績

す

る
こ
と
不
可
能

と
な
ら
う
。

こ
の
肚
會
規

範

の
存
在
を
否

　

　

　

　

認
す
る
な
ら
ば
、
敢
て
之
を
要
請
す
る
に
躊
躇
せ
澱
。

ユ
ゥ
ク
リ
ッ
ト
が
彼

の
幾
何
學
を
季
行
線
の
要
請
の
上
に
建

築
し
た
や
う
に
、
近
代
人
の
総

て
の
肚
會
的
膿
係
は
総
員

に
適
用
せ
ら
る
＼
こ
の
行
爲
準
則
の
要
請
の
上
に
建
築
す

る
乙
と
が
出
來

る
。
然
ら
ば
、
か
く

の
如
く
必
然
的
存
在
を
有
す
る
行
儒
準
則
と
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ら
5
か
。

そ

の
内
容
特
質

に
就

て
暫
く
槍
討
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

=

行
爲
準
則
の
内
容

行
鵜
準
則
と
は
何
か
。
此
の
問
題
を
解
明
せ
ず
し
て
は
如
何
な
る
肚
會
科
學
上
の
諸
問

題
の
解
決
も
不
能
で
あ
る
。
デ

ュ
ギ

ー
の
見
解

に
あ
り
て
は
、
経
濟
問
題
並

び
に
法
律
問
題
は
緬
て
こ
の
行
駕
準
則

の
問
題
に
還
元
き
れ
得
る
。
籾

て
、
行
爲
準
則
と
は
意
識
的
行
爲
に
適
用
せ
ら
る
㌧
人
間
意
思
及
び
行
偶

の
規
律
を

云
ふ
。
そ
は
因
果
律
に
非
ず
し
て
目
的
達
成

の
規
範
で
あ
る
。
以
下
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ω

第

一
の
行
爲
準
則

吾
々
が
肚
會
生
活
を
な
し
外
部
的
行
爲
に
依

つ
て
意
思
を
表
現
し
力
場
合
に
は
そ
の
慣
値
剣
断
が
必
要
と
な
る
。

而
し
て
、
個
人
の
意
思
行
爲
が
肚
會
的
慣
値
を
有
す
る
の
は
、
明
か
に
そ
れ
が
類
似
連
帯
及
び
分
業
連
帯
に
適
合
す

る
目
的
に
依
り
て
決
定
せ
ら
る
＼
場
合
で
あ
る
。
か
＼
る
目
的
に
依
り
て
決
定
せ
ら
れ
π
る
個
人
意
思
が
肚
會
構
成

員
蚕
艦
の
上
に
力
を
有
す
る
は
、
連
帯
意
識

の
論
理
的
必
然
的
蹄
結
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
絶
劉
的
に
静



止
状
態

に
あ
る
肚
會
を
想
像

せ
ば

行
爲
準

則
の
問
題
は
登
生

し
よ
う
筈
が
な

い
。

外
部

に
現
は
さ
れ
だ
意

思
が
他

の

肚
會
構

成
員

の
上
に
効
果
を
齎
す
や

否
や

の
問
題

の
確
定

に
直
面
す

る
に
至
る
や
行
爲
準
則

の
概

念
は
登
現
す

る
。

意

思
が
肚
會
連
帯

に
適

合
す

る
目
的

に
從

つ
て
決
定
せ
ら
る

＼
と
き

そ

の
効
果

を
持

つ
。
此

の
黙
よ
b
第

一
の
行
爲

準
則
が

登
生
す

る
。

'

肚

會
連
帯

ノ
目
的

二
依

リ
テ
決
定

セ
ラ

レ
タ
ル
各
人

ノ
意
思
行
爲

ヲ
遵
奉

セ
ヨ
。
之
ガ
成
熟

ヲ
妨
グ

ル
ガ
如

キ

コ
ト

ハ
何
事

モ
シ
テ

ハ
ナ

ラ
ナ
イ
。
出
來
得

ル
限

り
之
ガ
達
成

二
協

力

セ

ヨ
。

此

の
行
爲
準

則
の
概

念
は
極

め
て
早
く

よ
わ
人
類
意
識

の
中

に
登

生
し
た
る
に
相
違

な

い
。
入
は
常

に
他

人
と
共

に
生
活

し
來

つ
た
も
の
で
あ

ウ
、
斯
く

て
自

己
は
個
人
的
で
あ

る
と
同
時
に
肚

會
的
で

あ
る
と
云
ふ
観

念
1

ー
從

つ

て
肚
會
連
帯

の
意
識
が
、
よ
し
不
明
確

に
せ
よ
、
そ

の
心
意
を
支
配

し
來

つ
だ

乙
と
は
明
自
で
あ
る
。

か
く

て
人
は

肚
會
連
帯

に
服
從
す
可
き
も

の
な
う
と

の
情
操
を
持

つ
に
至
う
、
肚
會
協

働

に
よ
わ
て
の
み
生
存
し
得

る

こ
と
を
自

畳

し
、
此

の
肚
會
連
帯
を
輩
固

な
ら
し
む
る
に
奉
仕
す

る
各
人

の
行
爲
を
遵
奉
す
可
き
で
あ

る

こ
と
を

理
解

し
た
。

從

つ
て
如
何

に
原

始
的
な
肚
會

に
せ
よ
、
あ

る
行
偶
準
則

に
服
從
す
と

の
意
識

を
有
せ
ざ
る
も

の
は
な

い
。

こ
の
第

一
の
行
爲
準

則
は
肚
會
連
帯

の
意
識
と
融
合
し
、
連
幣
と
同
様

の
進

化
を
な
し

、
連
帯

に
鷹
ず

る
遷
移
を
な
し
來

つ

尤
。
か
く

て
、
此

の
準

則
は
時
代

に
よ
う
場
所

を
異

に
す

る
に
從

つ
て
表
現
形
態

に
於

て
攣
化

≧
そ
あ

れ

、
そ

の
内

法

の

基

礎

概

念

四
七

一
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容
に
於

て
普
遍
委
當
的
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
此
の
準
則
に
適
合
す
る
行
爲
は
時
間
的
塞
間
的
諸
條
件
に
從

つ
て

凝
移
す

る
肚
會
的
承
認
を
受
け
る
も
の
と
云
ひ
得
る
。

②

第

二
の
行
爲
準
則

上
述
せ
る
所
が
行
駕
準
則
の
第

一
概
念
で
あ
る
が
、
若
し
肚
會
連
帯

の
目
的
に
よ
め
て
決
定
せ
ら
れ
た
る
個
人
的

意
思
行
爲
が
肚
會
構
成
員
総
騰
の
遵
奉
を
受
く
る
と
せ
ば
、
斯
か
る
條
件
を
映
除
せ
る
個
人
的
行
爲
は
か

＼
る
遵
奉

を
受
け
得
ざ
る
可
き
は
見
易
き
理
で
あ
る
。
即
、
肚
會
連
帯

へ
の
協
働
を
無
視
す

る
行
爲
は
之
を
遵
奉
す
る
の
義
務

を
負
ふ
可
き
で
な

い
。
此
の
観
念
は
螢
達
し
て
肚
會
連
帯
を
破
壊
す
る
が
如
き
行
爲
を
な
さ
Ψ
る
こ
と
が
各
人
の
義

務
で
あ
る
と
の
意
識
を
生
ず
る
に
至
つ
π
。
從

つ
て
第

二
の
準
則
は
第

一
の
も

の
よ
う
論
理
的
に
登
展
し
π
も
の
で

あ
る
。
次
の
も

の
が
そ
れ
で
あ
る
。

個
人
各
自

ハ
、
肚
會
連
帯

二
背
致

メ
ル
目
的

ニ
ョ
リ
テ
決
定
セ
ラ

レ
タ
ル
行
爲
ヲ
愼

ム
可
キ
デ
ァ
ル
。

此
の
準
則
竜
亦
第

一
の
も
の
と
根
底
に
於
て
同
様
で
あ
ウ
肚
會
連
帯
の
意
識
に
包
含
せ
ら
る
＼
も
の
で
あ

つ
て
、

時
間
的
室
間
的
諸
條
件
の
愛
移
に
慮
じ
て
連
帯

の
種

々
相
を
正
確
に
反
映
す
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
、
肚
會
連
帯

の
意
識
は
二
個

の
行
嬬
準
則

の
概
念
を
含
む
。

一
は
肚
會
連
帯
に
適
合
す
る
個
人
的
意
思
行

爲
を
遵
奉
す
る
の
義
務
で
あ
り
、
他
は
肚
會
連
帯
に
合
致
せ
ざ
る
目
的
に
何
等
關
與
せ
ざ
る
の
義
務
で
あ
る
。



ω

第
三
の
行
駕
準
則

肚
會
結
合
に
於
け
る
人
の
行
爲
準
則
は
之
を
以
て
足
う
、
之
以
上
に
出
で
ぎ
る
も

の
で
あ
ら
う
か
っ
肚
會
構
成
員

は
、
肚
會
連
帯
に
適
合
す
る
行
爲
を
遵
奉
す
る
義
務
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
更

に
肚
會
連
帯
を
促
進
せ
し
む
可
き
積
極

的
義
務
を
負
憺
す
と
の
観
念
を
抱
持
す
る
に
至
ら
な
か

つ
π
で
あ
ら
う
か
。
人
は
個
人
的
で
あ
る
と
同
時
に
肚
會
的

で
あ
う
、
自
己
は
他
無
く
し
て
は
生
存
す
る
こ
と
を
得
ず
、
他
は
我
無
く
し
て
は
生
活
し
得
ぎ
る
の
關
係
を
確
信
し

て
よ
う
、
人
は
肚
會
連
帯
に
能
動
的
に
協
働
す
可
き
自
己
の
義
務
を
威
じ
π
の
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
、
肚
會
的
行
動

を
遵
奉
し
反
肚
會
的
行
動
を
愼
む
を
以
て
足
れ
b
と
せ
ず
、
祉
會
連
帯
を
塘
進
し
得
る
総
て
の
こ
と
を
途
行
す
可
き

積
極
的
肚
會
的
義
務
を
理
解
し
π
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
第
三
の
行
駕
準
則
は
、

,

肚
會
連
帯

ノ
實
現

二
協
働

セ
ヨ

と
云
ふ
こ
と
之
で
あ
る
。

ω

上
述
三
準
則
の
要
約

以
上
の
考
察
よ
う
す
れ
ば
、
行
駕
準
則
の
観
念
は
本
質
的
に
肚
會
連
幣
と
結
合
し
、
且
こ
れ
に
依
存
す
る
も
の
で

あ
る
。
此

の
二
者
は
同

一
の
竜
の
な
う
と
云
ふ
も
不
可
な

い
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
進
化
は
卒
行
す
る
。
肚
會
構
成
員

を
結
合
す
る
連
幣
の
紐
帯
が
緊
密
複
雑
度
を
増
す
に
從

つ
て
肚
會
的
義
務
の
観
念
は
嚴
格
廣
汎
な
る
竜
の
と
な
り
來

法

の

基

礎

概

念

.

四
七
三
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る
。
個
人
が
他
と
連
帯

し

且
之
を
欲
す

る
は
、
連
帯
的
な
ら
ざ
る
を
得
ぎ

る
が
カ

め
で
あ

り
、
又
此

の
故
に

こ
そ
連

帯
を
欲
す
可
き

で
あ

る
。

而
し

て
、
此

の
準
則
は
人
類

の
心
意

に
毅
見
す

る
限
り

に
於

て
の
み
肚
會
科
學

の
劃
象
と

な
る
。
行
駕
準

則
は

一

個

の
肚
會
的
事

實
で
あ

つ
て
、
総

て
の
肚
會
的
實
在
と
等

し
く
、
肚
會
構
成
員
が
之
を
意
識
す

る
が
故
に
、
か
く

て

之
を
知

b
得

る
が
故

に
の
み
肚
會

に
實

在
す

る
。

か
く

て
、
肚
會
構
成

員
は
互

に
連
帯
的
で
あ

る
と

の
事
實

よ
う
抽
出

し
得

ら

る
＼
行
爲
準
則
は
次

の
如
く

に
要
約

ぜ
ら
る

＼
で
あ

ら
う
。

類
似
連
帯
或

ハ
分
業

連
帯

ヲ
削
減

ス
ル
ガ
如

キ
事

ハ
何
事

モ
シ
テ

ハ
ナ
ラ

ヌ
。
此

ノ
ニ
形
態

二
於

ケ
ル
肚
會
連
帯

ヲ
壇
進

ス
ル
タ
メ

ニ
個
人

ニ
ト
リ
テ
可
能
ナ

ル

コ
ト

ハ
何
事

ヲ

モ
ナ

セ

ヨ
。

此

の
準
則
は
、
個
人

の
駕

に
も
杜
會

の
駕

に
竜
何
等
眞

の
椹
利
を
確

立
す

る
も

の
で

は
な

い
。
實
謹

的
研
究

の
結

果

に
よ
れ
ば
、
眞

に
實

在
す

る
竜

の
は

、
人
は
肚
會
集

團

の

一
部
を
構
成

す

る
が
故

に
行
爲

準
則

に
服
從
せ
し

め
ら

る
㌦
の
事
實

、
及

び
総

て
の
個
人

は
肚
會
的
存
在
な
る
が
故

に
或

る

一
定

の
使
命

を
遽
行
す
可
き
肚
會
的
義

務
を
負

澹

し
此

の
使
命
途
行

の
蔦

に
要
求

せ
ら

る

＼

一
定

の
行
駕
を

な
す

の
能
力

を
有
す
と

の
事
實

の
み
で
あ

る
。

ω

客
観

的
地
位

の
意
義



■

r
以
上

の
行
爲
準

則
、
即
肚
會
規
範

に
關
す

る
實
謹
的
研
究

は
次

の
結
論
を
導

く
。

即
、
此

の
肚
會
規
範
は
、
個

人

た
る
と
集
合
膿
π
る
と
を
問
は
ず
何
人
に
竜
権
利
「

自
己
の
人
格
を
他
の
人
格
に
封
し
て
強
制
し
得

る
能
力
を
附

與

す

る

も

の

で

は

な

く

、

こ

の
規

範

に

よ

つ

て

課

せ

ら

れ

π

種

々

の

肚

會

的

義

務

を

自

由

に

途

行

す

る

能

力

を

容

認

す

る

に

過

ぎ

な

い
。

そ

れ

は

唯

、

総

て

の

個

人

に

封

し

て

、

肚

會

的

環

境

に

於

で

他

人

の

地

位

と

緊

密

に

相

依

す

る

一
個

の

地

位

を

與

へ

る

に

止

或

る

の

で

あ

る

。

か

＼

る

状

態

を

、

吾

々

が

否

認

せ

ん

と

す

る

椹

利

と

封

立

せ

し

め

て

、

「
客

観

的

地

位

」

。。
ぎ

巴

9

。
ε

・
亀

く
①

と

稽

す

る

。

か

く

て

、

人

は

、

同

一
肚

會

集

團

の

成

員

を

結

合

す

る

相

依

の

組

織

即

肚

會

連

帯

に

於

て

、

自

己

の

有

す

る

客

観

的

地

位

に

よ

め

て

強

制

せ

ら

る

＼
と

も

云

ふ

可

き

肚

會

的

職

分

を

遽

行

す

る

能

力

以

外

の

能

力

を

有

せ

ざ

る

こ

と

＼

な

る

。

此

の

黙

に

關

し

、

コ

ン

ト

の

次

の

言

乙

そ

此

の

上

な

き

確

置

と

し

て

援

用

し

得

る

。
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か
く

て
實
謹
的
研
究

に
よ
れ
ば
、
實

在
す

る
竜

の
は
肚
會

連
帯

に
基
く
個
人

の
義
務
即

「
肚
會
的
職
分
」
な

る
義

務

の
み
で
あ

つ
て
、
権
利
な

る
も

の
＼
存
在
す
る
飴
地
は
な

い
の
で
あ

る
。
個
人
叉

は
國
家
を
以

て
権
利
主
膿
と
な

す
は
、
抽
象
的

、
個
人
的

、
形
而
上
學

的
、
先
験
的
概
念
で
あ

つ
て
上
述

の
實
謹

に
反
す

る
。
そ
は
近
世
肚
會

の
實

謹
的
組
織

の
中

に
地
位
を
有
す
可

か
ら
ざ
る
思
想
で
あ

る
。
権

利
主
膿

の
権
利
關
係

は
實

在
す

る
も

の
で

は
な
く

、

肚
會
的
職
分

な
る
義
務

の
肚
會
關
係
で
あ

る
と

こ
ろ

の
客
観
的
地
位

の
み
實

在
す

る
。
自

然
権

の
主
張

の
如
き

は

一

の
夢

想
に
過
ぎ

な

い
。
由
來
権
利
思
想

は
形

而
上
學
的
概
念

で

あ

つ

て
、

ロ
ー

マ
法

の
膿

系
は

ぎ

罵
}
暮

及

び

脅
ヨ
一身

暮

な
る
思
想
に
そ
の
基
底

を
有
す

る

の
で
あ

る
が
、
斯
く

の
如
き
先
駒
的
概
念
が
決
定
的

に
排
除

せ
ら
る

可
き
肚
會
経
濟

制
度

が
今
や
作
ら
れ

つ
＼
あ

る
も

の
と
思
は
る

＼
。



三

行
爲
準
則
の

一
般
的
特
質

以
上
な
し
來

つ
π
説
明
を
要
約
す
れ
ば
、
肚
會
規
範
は
肚
會
と
共
に
あ

り
、
そ

の
存
在
は
要
請
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ

つ
て
、
學
者
の
努
力
は
そ
の
認
識
に
向
け
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
か
く

て

吾

々
は
實
謹
的
肚
會
學
的
方
法
を
探
蚕
、
肚
會
連
帯
の
事
實
に
よ
ゐ
て
こ
の
規
範
を
把
握
し
、
椹
利
は
實
在
す
る
竜

の
に
非
ず
し
て
實
在
す
る
も

の
は
肚
會
的
職
分
の
み
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
得
π
。
次
の
課
題
は
、
上
述
の
内
容
を

有
す
る
肚
會
規
範
は
如
何
な
る
特
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
以
上
こ
れ
を
述

べ

る

。
0り

行
爲
準
則
は
祉
會

の
事
實
に
基
礎
を
有
す
る

既
に
明
か
に
な
う
カ
る
が
如
く
行
爲
準
則
は
杜
會
連
帯
よ
り
駿
生
せ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
肚
會
連
帯
と
同
様

の
特

ロ

質
を
以
て
現
れ
、
肚
會
連
帯
の
如
く
に
個
人
的
で
あ
る
と
同
時
に
肚
會
的
で
あ

る
。

規
範
の
基
礎
が
個
人
的
な
ウ
と
は
、
そ
れ
は
人
が
肚
會
生
活
を
な
す
が
故
に
存
在
し
、
然
ら
ぎ
れ
ば
斯
か
る
規
則

は
存
在
し
得
ず
と
の
意
で
あ
る
。
そ
は
人
類
結
合
の
存
す

る
限
わ
常
に
存
在
す
る
。
此
の
黙
よ
う
す
れ
ば
、
注
及
び

道
徳
を
以
て
自
生
的
な
り
と
な
し
肚
會
進
化
の
自
然
的
産
物
な
ち
と
な
す
純
正
祉
會
學
的
見
解
に

一
致
す
る
。
從

つ

て
吾

々
は
、
肚
會
に
先
在
す
る
個
人
的
灌
利
義
務
に
基
礎
を
求
む
る
見
解
に
反
封
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
行
爲
準
則
は

正
し
く
肚
會
的
産
物
で
あ

つ
て
、
肚
會
の
存
在
は
行
鴬
準
則

の
存
在
を
意
味
す
る
。

法

の
基

礎

概

念

四
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行
駕
準
則
が
個
人
的
な
う
と
は
次

の
理
由
に
基
く
。
第

一
に
こ
の
観
念
は
個
人

の
意
識
に
の
み
存
し
得
る
が
故
で

あ
る
。
所
謂
る
肚
會
意
識
は
輩
な

る
假
定
で
あ

つ
て
、
祉
會
連
帯
の
観
念
は
排
他
的
に
個
人
意
識
に
存
す
る
竜
の
で

あ
う
、
肚
會
連
帯
の
螢
展
は
個
人
意
識
の
憤
充
に

一
致
す
る
。
意
識
の
内
容
は
肚
會
的
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
意
識

自
禮
は
個
人

の
意
識
で
あ
る
。
而
し
て
肚
曾
連
帯
の
観
念
と
行
儒
準
則
の
観
念
と
は
同

一
な
る
が
故
に
、
行
駕
準
則

の
観
念
は
排
他
的
に
個
人
の
意
識
で
あ

る
。
個
人
の
意
識

の
中
に
の
み
吾

々
は
行
偶
準
則
或
は
肚
會
連
帯
を
見
出
す

こ
と
が
出
來
る
。
ド
イ
ツ
歴
史
學
派
の
所
謂
る
民
族
意
識
は
肚
會
學
者

の
肚
會
意
識
と
等
し
く

一
の
擬
制
で
あ
る
。

次
に
、
行
禽
準
則
は
個
人

に
の
み
適
用
せ
ら
る
＼
が
故
に
個
人
的
で
あ

る
。
そ
れ
は
意
識
と
意
思
の
主
膿

の
み
を
暴

束
し
得
る
に
過
ぎ
な

い
。
此
の
意
識
と
意
思
と
が
行
蔦
準
則
の
適
用
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
是
等
な
く
し
て
は
、
因

果
律
は
存
在
し
得

る
で
あ
ら
う
が
、
目
的
律
は
存
在
し
得

臓
。
而
し
て
行
駕
準
則
は
目
的
律
で
あ
り
意
識
と
意
思
と

の
主
膿
は
個
人
で
あ
る
。
如
何
な
る
集
團
も
そ

の
意
識
と
意
思
と
の
實
在
が
科
學
的

に
立
謹
せ
ら
れ
ざ
る
限
う
之
が

適
用
を
見
る
事
を
得

楓
。

②

行
儒
準
則
は
強
弱
の
冨
別
な
く
適
用
せ
ら
る
。

肚
會
連
帯
は
同

一
集
團
に
属
す
る
個
人
を
例
外
な
く
包
含
す
る
も

の
で
あ
う
、
從

つ
て
行
爲
準
則
は
総
て
の
個
人

に
例
外
な
く
課
せ
ら
れ
、
肚
會
連
帯
の
紐
帯
に
よ
蚕
て
結
合
せ
ら
る
＼
個
人
の
間

に
差
異
を
見
な

い
。
故
に
國
家
も



亦
そ
の
適
用
を
受
け
る
。
由
來
國
家
と
は
霜
政
者

の
團
膿
で
あ
つ
て
、
個
人

よ

う
分
離

せ

る
濁
立
の
人
格
で
は
な

い
。
國
家

の
意
思
と
稻
す
る
乙
と
あ
る
も
、
そ
は
表
現
上
の
便
宜
に
外
な
ら
な

い
。
國
家
と
は
、
入
類
杜
會
に
於
け

る
個
人
或
は
個
人
の
集
團
が
當
該
肚
會
の

一
定
範
園
の
強
制
力
を
濁
占
す
る
に
至
つ
π
と
き
登
現
す
る
も

の
に
過
ぎ

臓
。
即
、
治
者
と
被
治
者
と
の
永
績
的
分
化
で
あ
る
。
實
謹
し
得

る
も
の
と
は
個
人
意
思
の
登
現
の
み
で
あ

つ
て
、

個
入
意
思
よ
ら
離
れ
π
國
家
の
軍

一
意
思
は
形
而
上
學
的
假
説
で
あ
る
。
そ
は
科
學
的
慣
値
を
有
せ
澱
。
國
家
の
意

思
は
實
在
せ
ず
し
て
實
在
す
る
竜
の
は
爲
政
者

の
個
人
意
思
の
み
で
あ
る
。
從

つ
て
か
＼
る
爲
政
者
も
亦
肚
會
連
帯

の
義
務
を
負
ふ
。
後
述
す
る
如
く
、
此
の
行
爲
準
則
が
客
観
法
な
う
と
せ
ぱ
、
國
家
も
亦
法
に
服
從
す
る
と
は
容
易

に
理
解
し
得

る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

㈲

行
鴬
準
則
は
そ
の
内
容
に
於
て
普
遍
的
永
績
性
を
有
し
、
そ

の
形
態

に
於
て
可
攣
性
を
有
す
る
。

総
て
の
肚
會
は
連
帯
で
あ
う
総
て
の
行
駕
準
則
は
肚
會
連
帯
に
於
け
る
協
働
を
命
ず
る
。
総
て
の
祀
會
關
係
は
類

似
と
分
業
と
の
連
帯
關
係
で
あ
り
、
從

つ
て
行
爲
準
則
の
普
遍
的
内
容
は
永
績
的
で
あ
る
。

之
と
同
時
に
、
此
の
二
種

の
連
帯
が
と
る
所

の
形
態
は
時
間
的
空
間
的
諸
條
件
の
差
異

に
よ
う
て
獲
化
す
る
。
故

に
行
爲
準
則
の
適
用
形
態

に
於
け
る
痩
化
性
は
必
然
的
の
蹄
結
で
あ
る
。
歴
吏
家
及
び
肚
會
學
者
の
任
務
は
、
連
帯

進
化
の
現
象
を
考
察
し
特
定
時
期
に
於
け
る
肚
會
事
實

の
観
察
に
よ
う
て
當
該
時
期
の
行
爲
準
則
の
内
容
を
把
握
表

法

の
基

礎

概
念

四
七
九
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現
す
る
こ
と
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

斯
く

の
如
く
、
行
爲
準
則
の
内
容
に
普
遍
性
と
永
績
性
と
を
認
む
る
こ
と
を
以
て
、
直
ち
に
自
然
法
を
許
容
す
る

も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な

い
。
自
然
法
は
幾
何
學
的
眞
理
を
含
ん
だ
絶
封
的
の
法
で
あ
つ
て
、
総

て
の
入
類
肚
會
が

之
に
向
つ
て
努
力
す
可
き
肚
會
理
想
で
あ
る
。
然
る
に
行
儒
準
則
は
理
想
に
非
ず
し
て

一
個
の
事
實
で
あ
る
。
そ
は

適
用
形
態

に
於
て
人
類
肚
會
と
同
様
に
愛
化
し
、
多
様
な
生
活
關
係
に
從

つ
て
憂
化
す
る
。
そ
れ
は
肚
會
の
無
限
に

多
檬
な
る
構
造
か
ら
流
れ
出
で
る
も

の
で
あ
る
。

要
之
、
行
爲
準
則
は
肚
會
連
帯
に
基

い
て
存
在
し
、
人
が
他
人
と
連
帯
的
な
る
を
意
識
す
る
と
き
行
駕
準
則
を
意

識
す
る
。
從

つ
て
乙
の
二
個
の
観
念
は
同

一
で
あ
う
そ
の
進
化
は
準
行
す
る
。
行
駕
準
則
は
そ
の
基
礎
に
於

て
肚
會

的
で
あ
う
、
そ
の
適
用
及
び
意
識
に
於
て
個
人
的
で
あ
る
。
そ
は
基
底
的
内
容
に
於

て
永
績
的
で
あ
り
適
用

に
於

て

間
断
な
く
凝
化
す
る
。
斯
か
る
行
駕
準
則
は
法
で

な

い
で

あ

ら

う
か
、
こ
れ
次
に
研
究
せ
ん
と
す
る
と

乙
ろ
で
あ

る
。

第

三
節

行
爲
準
則
と
法
(客
観
法
)



O

一
、
行
爲
準
則
は
即
法
で
あ
る
-

二
、
反
封
論

の
根
擦
及
び
そ
の
批
剣

幽

以

上
述

べ
來

う
π

る
所
に
よ
わ
て
、
行
爲
準

則
は
、
肚
會

に
先
在
す

る
個

人
権

な
る
形
而
上
學

的
概
念

に
依

族
す

る
も

の
に
非

ず
し
て
、
類
似

及

び
分
業

の
連
帯

の
事
實

に
基

く
肚
會
規
範
な

る
こ
と
を

理
解

し
得
虎
。

而
し

て

叉

、
個
人
は
肚
會
的
存
在
な
る
が
故

に
此

の
規
範
に
服
從
す

る
義
務
あ

る
こ
と
、
此

の
規
範

に
違

反
す

る
個

人
行
爲

は
肚
會
的
反
動
を
喚
起
す

る
Z
と

、
及
び
此

の
規
範

に
適

合
す

る
総

て
の
個
人
行
爲

は
肚
會
的
是
認
を
受
け

る
も

の

な

る
こ
と
も
認

め
得

力
。

此

の
肚
會
連
帯

の
観

念

に
包
含
せ
ら
れ
泥

る
行
駕
準
則

の
観

念

は
即
法

菊
σ
σq
一。

げ̂
・一「。
搾

允

る
竜
の
で
あ

る
。
肚
會

連
帯

の
意
識

よ
う
行
駕
準

則
は
、
國
家
が
之
を
宣
言
し
之
に
拘
束
力
を
附
與
す

る
以
前

に

既

に
法
で
あ

る
。
肚
會
相
依

の
關
係

に
基

い
て
、
人
は
自

己
の
行
駕

に
樹
す

る
規
範
を
明
確
度

の
差

こ
そ
あ
れ
常

に

意
識
す

る
。
此

の
行
爲
準

則
は
、
肚
會

に
よ
う
て
そ

の
違

反
に
卦
す

る
制
裁
が
組
織
せ
ら
る

＼
以
前

に
既

に
法
で
あ

る
d

行
駕
準

則
は
肚
會
連
帯

の
結
果
な

る
が
故

に
そ
れ
自
膿

に
肚
會
的
制
裁
を
持

つ
。

法
を
以

て
國
家

の
創
造
す

る

と

こ
ろ
と
な
し
そ

の
拘
束
力

は
國
家

に
よ
ウ
て
與

へ
ら

る
＼
と
な
す
は
、
形

上
而
學
的
個
人
権

の
假
説

の
上

に
立

つ

も

の
で
あ

つ
て
實
謹
的
見

地
よ
う
は
排

斥
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

澱
。

思

ふ
に
、
強
制
に
よ
る
制
裁

の
問
題
は

こ
の
準
則

に
服
從
す

る
者
が
意

思

に
基
く
行
爲

を
な
せ
る
場
合
に
登
生
す

法

の

基

礎

概

念

四
八

一
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る
。
若
し
行
爲
が
こ
の
準
則
に
合
致
す
る
竜
の
な
ら
ば
必
然
に
肚
會
的
数
果
を
齎
す
。
蓋
し
行
爲
準
則
に
適
合
す
る

行
鴬
は
肚
會
連
帯
に
協
働
す
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
從

つ
て
そ
れ
は
、
肚
會
連
幣
を
意
識
す
る
個
人

の
集
團
に

自
然
に
満
足
を
與
ふ
る
結
果
と
な
る
。

肚
會
連
帯
を
観
念
す
る
に
當
う
、
人
は
之
に
合
致
す
る
行
爲
を
観
念
し
希
望
し
、
且
之
を
遵
奉
す
る
。
若
し
も
行

爲
準
則
に
脊
致
す
る
行
爲
あ
う
と
せ
ば
、
砒
會
連
帯
に
劉
す
る
侵
害
と
な
ら
肚
會
連
帯
の
意
識
を
有
す
る
個
人
に
よ

　

う

て
侵
害

な
う
と
解

さ
れ

、
從

つ
て
個
人
集
團

よ
う
の
反
動
を
挑

襲
す
る
。
換

言
せ
ば
、
行
駕
準
則
違
反

の
行
駕

は

肚

會
連
帯

の
侵

害
と
な
う
反
肚
會
的

な
う
と
考

へ
ら
る

＼
。
然
ら
ば
、
行
爲
準
則

に
適

合
す

る
行
霧

に
劃
す
る
肚
會

的
承
認

か
、
式

は
之

に
反
す
る
行
爲

に
劃
す

る
祉
會
的
非
難

か
何
れ
か

の

一
が
存
在
せ
ね

ば

な

ら

な

い

こ
と

㌧
な

る
。
斯

か

る
肚

會
的
是
認
と
反
動

と

の

意
識
は
時
間
的
空
間

的
諸
條
件

の
差
異

に

よ

う

て
異

れ
る
形
式

を

こ
そ
探

れ

、
肚
會
連
幣

の
意
識
存
す

る
と

≧
ろ
常

に
存
在
す

る
の
で
あ

る
。
故

に
肚
會
連
帯

の
観
念

は
行
爲
準

則
の
観
念
を

包
含
し
、
從

つ
て
肚
會
的
制
裁
の
観

念
を
包
含
す

る
と

云
ひ
得

る
。
斯
く
観
察

し
來

れ
ば

、
行
爲
準

則
は
敢

て
實
力

的
制
裁
組
織
を

有
せ
ず
と
も
既

に
法
で
あ

る
。
從

つ
て
、
肚
會
連
帯

の
事

實
が
法

の
基
礎
で
あ

つ
て
、
之
を
要
約
す

れ
ば
、

「
肚
會
事
實

、
即
肚

會
連
帯
、
即
進
化

、
即
法
」
と
な

る
で
あ
ら

う
。

こ
れ
所

謂
る
客
観

法

U
δ
津
。
9
・。
焦

の
本
質
で
あ

る
。
か
く

て
、
法

は
肚
會
連
帯

の
事
實

に
基

い
て
そ
れ
自
身

に
拘

束
力

を
有
し
國
家

に
先
在
す

る
も
の



な
る
が
故
に
、
治
者
も
被
治
者
も
共
に
之
に
服
從
せ
ね
ば
な
ら
な

い
結
果
と
な
る
。

二

杜
會
連
帯

の
理
論
に
基
く
法
の
概
念
に
封
し
、
種

々
の
反
劉
論
が
な
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
主
要
な
る
反
封

論
の
根
擦
を
分
析
せ
ば
次
の
如
き

に
蹄
着
す
る
。
即
、
法
は
肚
會
的
規
範
で
あ

つ
て
個
人
の
意
思
力
で
は
無
く
、
肚

會
相
依
は
肚
會
結
合
㊨
基
本
的
要
素

な

る

こ
と

は
容
認
す
る
も
、
そ
は
輩
に

一
個
の
事
實
を
認
め
π
る
に
過
ぎ
な

い
。
然
し
、
軍
な
る
事
實
が
法
の
基
礎
と
な
b
得
ざ
る
は
、
恰
も
そ
れ
が
直
ち

に
道
徳
律
の
基
礎
と
な
り
得

ざ
る
と

同
榛
で
あ

る
。
か
く
て
、
輩
な
る
肚
會
事
實

に
基
く
全
膿
系
は
崩
壊
す
る
で
あ
ら
う
と
。

此
の
推
論
は
道
徳
律
に
關
し
て
は

一
鷹
正
當
な
る
可
き
も
、
法
に
關
し
て
は
承
認
し
難

い
。
道
徳
的
原
則
を
確
立

す
る
爲
に
は
善
悪

の
標
準
を
確
定
す
る
乙
と
が
必
要
條
件
で
あ

つ
て
、
道
徳
律
は
善
な
る
が
故
に
あ
る
行
爲
を
要
求

し
悪
な
る
が
故
に
他
の
行
駕
を
禁
止
す
る
。
道
徳
律
は
そ
れ
が
命
ず
る
行
爲

の
内
在
的
債
値
に
そ
の
根
抵
む
持
つ
。

禁
止
せ
ら
れ
叉
は
要
求
せ
ら
る
＼
行
爲

の
標
準
が
事
實
以
外
に
存
す
る
場
合
の
外
は
眞
の
道
徳
的
命
令
π
る
を
得
な

い
で
あ
ら
う
。

反
之
、
法
に
適
合
す
る
行
駕
は
肚
會
的
な
る
も
の
に
適
合
す
る
行
爲
で
あ
る
。
法
は
肚
會
的
な
る
が
故
に
あ
る
こ

と
を
な
せ
、
反
肚
會
的
な
る
が
故
に
或
る
行
爲
を
愼
む
可
し
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
法
的
義
務
と
は
そ
れ
自
燈
内
在
的

に
善
な
る
こ
と
を
駕
す

の
義
務
で
は
な
く
、
肚
會
的
慣
値
を
有
す
る
こ
と
を
な
す
の
義
務
、
反
肚
會
的
行
駕
を
爲
さ

法

の

基

礎

概

念

四
八
三
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ビ
る
の
義
務
で
あ

る
。
法

π
る
や
否
や

の
標
準
が
規
律
違
反

に
よ
う
て
惹

起
せ
ら
る

＼
肚
會
的

反
動

に
あ
6
と
し

て

一
般

に
認

め
ら
る

こ
と
は
之
が

よ
き
鐙

左
と

な

る
で
あ

ら
う
。
然

ら
ば
、
法
は
自

己
を
事
實

に
適
合

せ
し

む
る

の
規

律
な

る
限

う
事
實
に
依
擦

せ
ず
と
云
ふ
可
き
で
な

い
。
事
實

こ
そ

、
眞

に
そ
れ
が
肚
會
的
で
あ

る
な
ら
ば
、
法

の
眞

の
基
礎
で
あ
る
。
從

つ
て
法

に
關
す

る
全
問
題

は
肚
會
相
依
、
即
、
肚
會
連
帯
が
事
實

な
う
や

否
や

の
問
題

に
昂

着

す
る
。
而
し
て
肚
會
連
幣
が
肚
會
の
事
實
な
る
や
疑
問

の
籐
地
な

い
所
な
る
が
故
に
、
法
ー

客
観
法
の
基
礎
は
肚

會
連
帯

の
事
實

な
り
と
す

る
は
極

め
て
妻
當

で
あ

る
。

■

第

四
節

法

と

道

徳

以

上
述
ぶ

る
所

に
よ
b

て
、
形
而
上
學
的

ア

・
プ

ソ
オ
リ
概
念

か
ら
隔
れ
尤
法

の
構
成

が
大
略

明
瞭

に
な

つ
だ
と

思
ふ
。
其
庭

で
吾

々
は
、
法

の
地
位
輪
廓
を
明
か
に
す

る
偶

に
、
そ
の
隣

接
匠
域
と

で
竜
稽
す
可
き
道
徳
と

の
關

係

に

っ
い
て
簡

軍
な
考
察
を
加

へ
る

こ
と

＼
す

る
。

吾

々
は
行
爲
準

則
を
以

て
法
な
う
と
な
し
π
、
何
故

に
行
駕
準

則
は
法
に
し
て
遣
徳
で

な

い
の
か
。

法
が

一
定

の
行
鶏

を
禁
止
し
或
は
命
ず

る
の
は
、
そ

の
行
駕
自
燈

の
先
験
的
原

則
に
從

つ
て
善
で
あ

り
悪
で
あ

る

が
駕
で

は
な
鴎

、
特
定
人
類
集

團

の
肚
會
關
係

に
背
致

し
或
は
適

合
す

る
が
駕
で

あ
る
。
そ
れ

は
人
間
意
思

の
外
部



的
表
現
の
み
に
着
眼
し
、
人
の
内
部
的
思
惟
欲
望
を
規
律
す
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
他
の
意
思
と
の
關
係
に
入

ウ
π
る
意
思
の
み

に
適
用
せ
ら
る
㌧
。
然
る
に
、
倫
理
は
行
爲
自
膿

の
内
在
的
慣
値
を
評
慣
す
る
原
則
を
確
立
す

る

の
で
あ

つ
て
、
行
爲
を
評
償
し
そ
の
善
悪
を
知
ら
し
む
る
規
準
な
る
限
う
倫
理
的
で
あ
る
。
而
し
と
吾

々
が
既
に
探

及
し
た
行
駕
準
則
は
斯
く
の
如
き
性
質

の
規
準
で
は
な

い
。
人
は
肚
會
連
帯
に
協
働
す
可
し
と
云
ふ
の
は
、
斯
か
る

協
働
が
そ
れ
自
膿
内
在
的
に
善
な
る
が
爲
で
は
な
く
、
人
と
し
て
肚
會
連
帯
に
よ
う
て
の
み
生
存
し
得

る
が
故
で
あ

る
。
問
題
は
善
悪

の
債
値
剣
断
で
は
な

い
。
若
し
然
ゐ
と
せ
ば
實
謹
科
學

の
關
與
せ
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
吾

々
の

行
駕
準
則
は
行
爲

の
内
在
的
慣
値
評
慣

の
規
準
で
は
な

い
の
で
あ

つ
て
、
そ
れ
は
行
爲

の
肚
會
的
慣
値
決
定

の
標
準

で
あ
り
、
個
人
の
行
爲
が
生
ぜ
し
む
る
肚
會
的
敷
果
の
上
に
基
礎
を
置
く
、
故
に
行
爲
準
則
は
法
に
し
て
道
徳
で
は

な

い
の
で
あ
る
。
之
本
質
的

の
差
異
で
あ
る
。

第

五

節

法

と

國

家

一
、
法
は
國
家
に
先
在
す

る
ー

二
、
國
家
も
法

に
服
從
す
ろ
1

三
、
實
定
法
と
法

一

法
と
國
家
と
の
問
題
は
極
め
て
多
く

の
課
題
を
包
藏
し
、
デ

逸
ギ

ー
法
理
論
の
構
成
は
結
極
此
の
問
題
解
決

法

の

基

礎
概

念

四
八
五
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に
向
け
ら
れ
て
ゐ
π
の
で
あ
る
。
然
し
今
は
多
岐
に
渉
ら
ず
、
法

の
本
質
究
明
に
必
要
な
る
限
う
に
於
て
の
み
國
家

と
の
關
係
を
考

へ
る
。

以
上
の
歎
節
に
於
て
吾

々
は
、
法
は
肚
會
連
帯
の
事
實

に
基
く
も
の
で
あ
う
、
法
の
拘
束
力
は
そ
れ
自
膿
の
性
質

に
基
く
も
の
で
國
家
に
よ
り

て
附
與
せ
ら
れ
π
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
を
理
解
し
π
。
從

つ
て
法
は
其

の
螢
現
に
於

て
國
家
と
無
關
係
で
あ
ム
之
に
先
在
す
る
竜
の
で
あ

る
。
國
家
は
法
律

一。
一
を
制
定
し
て
既
存
の
法
を
確
認
明
示
す

る
。
斯
か
る
場
合
に
は
法
の
敷
力
は
極

め
て
大
と
な
ら
う
。
か
く
て
國
家
組
織
は
極

め
て
大
な
る
意
義
を
有
す
る
の

で
あ
る
が
、
法
そ
の
も
の
の
登
現
と
は
關
係
を
有
せ
楓
。
法
律
は
國
家
が
制
定
し
π
る
竜
の
な
る
が
故
に
法
が
性
質

を
有
す
る
の
で
は
な
く
、
既
存

の
法
に
合
致
す

る
が
故
に
然

る
の
で
あ
る
。
法
は
肚
會
構
成
員
の
意
識
に
よ
う
て
登

現
し
國
家
と
は
關
係
を
有
せ
綴
。

「
法
は
國
家

の
創
造
で
は
な

い
。
國
家
の
外
に
存
在
す
る
。
法
の
観
念
と
國
家

の

観
念
と
の
間
に
は
何
等

の
牽
連
は
な

い
。
法
は
個
人
を
拘
束
す
る
と
同
標
に
國
家
を
も
羅
束
す
る
。
」

政
治
的
分
化
の
跡
を
辿
ら
ざ
る
肚
會
の
實
例
は
肚
會
學
者
に
よ
う
て
示
さ
れ
て
居
る
。
然
竜
そ
の
成
員
は
行
爲
準

則
を
意
識
す
る
。

こ
れ
法
π
る
に
妨
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
然
ら
ば
國
家
状
態
に
磯
達
せ
る
肚
會
の
有
無
は
法
の
存
否

に
取
釦
て
重
要
で
な

い
。
そ
れ
自
膿
に
肚
會
的
制
裁
を
有
す
る
肚
會
規
範
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
た
法
は
完
全
に
國
家

概
念
と
は
濁
立
で
あ
う
、
且
之
に
先
行
し
之
よ
う
包
括
的
で
あ

る
。
吾

々
は
未
だ
國
家
に
就

v
て
語
る
と

乙
う
な
き



に
、
輩
に
杜
會
の

一
般
的
構
成

の
観
察
、
肚
會
連
帯
の
事
實
よ
う
し
て
、
既
に
そ
の
根
抵
及
び
制
裁
に
於
て
肚
會
的

な
る
行
爲
準
則
の
観
念

に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
法
た
ら
ざ
る
の
理
由
は
な

い
。

更
に
文
化

の
高
き
程
度
に
達
し
政
治
的
権
利
の
組
織
を
有
す
る
肚
會
に
あ
ウ
て
も
、
個
人
の
集
團
に
よ
り
て
理
解

せ
ら
れ
、
そ
の
起
源
に
於
て
肚
會
的
で
あ
う
、
之
が
侵
害
に
劃
し
て
は
肚
會
的
反
動
に
よ
る
制
裁
あ
う
、
之
に
適
合

す
る
と
き
に
は
肚
會
的
是
認
を
受
く
る
と

こ
ろ
の
行
爲
準
則
存
在
し
、
然
竜
國
家
に
よ
う
て
採
用
せ
ら
れ
ざ
る
も
の

が
あ
る
。
是
等
と
錐
竜
法
だ
る
に
毫
も
妨
な
し
と
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

=

上
述
の
理
論
に
反
劃
す
る
も
の
は
、
法
を
以
て
國
家
の
創
造
物
な
ウ
と
な
し
、
そ
の
源
泉
と
し
て
主
擢
の
概

念
を
構
成
し
、
そ

の
蹄
属
主
禮
と
し
て
國
家
の
人
格
を
主
張
す
る
。
國
家
の
人
格
化
は
個
人
と
は
濁
立
せ
る
集
團
の

實
在
を
豫
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
者
は
國
家
の
人
格
化
は
法
律
の
眼

に
の
み
存

在
す

る
も
の
雷で
あ
る
と
な
し
、

あ
る
者
は
擬
制
で
あ
る
と
な
し
又
は

一
の
抽
象
で
あ
る
と
す
る
。
然
し
乍
ら
注
學
は
閉
鎖
せ
ら
れ
π
る
世
界
で
は
な

く
實
在
の
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
實

の
事
實
を
取
扱
ふ
も
の
で
あ

つ
て
擬
制
や
抽
象
を
取
扱
ふ
も
の
で
は
な

い
。

實
謹
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
基
本
的
で
あ
う
箏
ふ
可
か

ら

ざ

る

も

の

は
個
人
の
意
識
と
意
思
の
み
で
あ
る
。
而
し
て

叉
、
人
は
肚
會
的
で
あ
b
他
と
連
帯
す
る
こ
と
を
示
す
。
此
の
連
帯
は
個
人
目
的
及
び
肚
會
目
的
の
永
績
的
合
致
で

あ
る
。
肚
會
的
で
あ
う
個
人
的
で
あ
る
人
は
こ
の
連
帯
に
よ
う
て
の
み
生
存
し
得

る
。
此
の
事
實
に
依
擦
す
る
法
は

法

の
基

礎

概

念

四
八
七
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其
の
適
用
形
態
に
於
て
攣
化
性
を
有
し
、
そ

の
内
容
は
永
績
的
で
あ
う
、
そ
の
敷
力
に
於
て
普
遍
的
で
あ

つ
て
総
て

の
肚
會
成
員
に
同
等
の
義
務
を
課
す
る
。
國
家
は
治
者
と
被
治
者
と
の
政
治
的
分
化
な
る
が
故
に
、
治
者
も
被
治
者

竜
法
に
服
從
す
る
。
治
者
も
亦
客
観
注
に
從

ひ
て
行
動
す
可
く
、
そ
の
範
園
に
於

て
の
み
適
法
に
行
動
し
得
る
、
治

者
の
意
思
は
被
治
者
の
上
に
生
來
的
優
越
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
叉
治
者

の
権
力
は
そ
れ
自
燈
の
性
質
上
合

法
的
な
る
も
の
で
も
な
く
、
肚
會
連
帯
に
於
け
る
協
働
を
保
謹
す
る
爲
に
行
使
せ
ら
る
＼
限
う
に
於
て
の
み
正
當
で

あ
る
。
か
く
て
國
家
は
肚
會
連
帯
の
保
護
を
義
務
と
す
る
意
識
的

の
力
で
あ
る
。
そ

れ
は
個
人
的
莉

盆
及
び
集
合
的

利
盆
の
便
宜
的
綜
合
で
あ
る
。
吾

々
の
眼
に
は
主
権
の
主
膿
と
し
て
の
濁
自

の
人
格
は
存
在
せ
ず
し
て
國
家
も
亦
客

観
法
に
服
從
す
る
。
從

つ
て
法
は
主
権

の
命
令
で
あ
ウ
國
家
の
創
造
な
わ
と
な
す
は
何
等
慣
値
な
き
濁
断
で
あ
る
と

云
は
ざ
る
を
得
な

い
。

一昌

最
後
に
實
定
法
と
法
と
の
關
係
に
つ
い
て
考

へ
る
。
思
ふ
に
、
或
る
文
化
程
度
に
達
し
π
る
肚
會
に
あ
う
て

は
、
實
定
法
を
制
定
す
る
こ
と
は
國
家

の
重
要
な
る
職
能

の

一
で
あ
る
。
そ
れ
は

一
般
に
國
家
主
権

の
創
造
な
う
と

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
、
吾

々
の
考
察

に
あ
う
て
は
、
實
定
法
は
既
存
の
法
を
確
認
明
示
せ
る
も
の
に
過
ぎ
ず

し
て
、
法
の
遵
守
を
保
謹
す
る
爲

の
組
織
的
手
段
に
外
な
ら
な

い
。
實
定
法
が
拘
束
力
を
有
す
る
の
は
、
治
者
の
命

今
を
包
む
が
爲
で
な
く
、
そ
れ
自
燈
に
拘
束
力
を
有
す
る
法
に
合
致
す
る
が
故
で
あ
る
。
實
定
法
は
法
を
實
現
す
る



と
き

に
の
み
命
倉
π
め
得

る
。
實

定
法

は
法
と

一
致
す

る
限

う
法
と
同

一
性
質

を
有
し
、
普
遍
的
で
あ

う
総

て
の
人

の
上

に
拘

束
力
を
有
す
る
。
法
は
治
者

に
も
被
治
者

に
も
権

利
を
與

ふ
る
も

の
で

は
な

い
。
そ
れ
は
客
観
的

地
位
を

創
造
す

る
竜

の
で
あ

う
、

こ
の
法
的
地
位

は
法
的
義
務
及

び
是
等

の
職
分

を
遽

行
す

る
能
力

と
、
そ

の
途
行

を
妨
ぐ

る
障
害
を
除
去
す

る
能
力

と
を
包
含
す
る
、
か
く

て
、
治
者
竜
被
治
者
竜
此

の
職
分
途
行

の
駕

の
権

利
を
有
す

る
に

過
ぎ
な

い
之
と

＼
な
る
の
で
あ

る
。

結

量玉口口

以
上
述

べ
來

り
た
る
と

こ
ろ
を
以

て
法

の
本
質

に
關
す
る
デ

ュ
ギ

ー
の
説
明
を
終
る
。
要
す

る
に
彼

の
學
説

は
、

「
肚
會
事

實

、
即
肚
會
連
帯
、
即
進
化
、
即

法
」
と
云
ふ

こ
と

に
臨
着
す
と
云

ひ
得

る
で
あ
ら
う
。

而
し

て
其

の
主

張

は

「
灌

利
本
位

よ
b
義
務
本
位

へ
」
で
あ

る
。
即

、
連
帯
事
實

を
基
礎
と
し

て
義
務

の
み

の
存
在
を
説
き
、
客
観

法

は
此

の
義
務
事
實

に
關
す
る
肚
會
意
識
を
基
礎

と
す

る
法
則
で
あ

つ
て
、
そ

の
規
律
す

る
と

と
ろ
は
権
利
主

髄

の

關
係
で
は
な
く

「
法
的
地
位
」

に
基
く
義
務

の
關
係
で
あ

る
と
す

る
。
斯
く

て
客
観
法
本
位

は
治
者
も
被
治
者
竜
肚

會

に
劃
す
る
奉
仕
義

務
者

に
過
ぎ
な

い
と
な
す

こ
と

＼
な
う

、
從

つ
て
個
人

主
義
國
家
主
義

の
否
定

と
な
る
。
此

の

根
本
的
立
揚
よ
り
、
彼

は
公
法

に
私
法

に

あ

ら

ゆ

る
断
案

の

メ
ス
を
振

ふ
。
彼

の
所
謂

る
實
謹

的
肚
會
注
説

い
9
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飢
。
9
。
「
一器

℃
。
ω
三

く
舛

・

曾

曾

。
津

ω
。
9
巴

は

正

に

上

記

論

じ

來

れ

る

如

き

法

の

基

礎

概

念

よ

う

出

登

す

る

の

で

あ

る

。
(
以
上
は
大
學

に
於
け
ろ
法
理
學
の
軍
位
論
丈
に
多
少
の
筆
な
加

へ
t
う
も
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
未
熟

な
る
筆
者
自

ら

よ

く

自
畳
す
ろ
と
こ
ろ
で
あ

ろ
。
他
日
稿
を
改
め
て
論
評
す
ろ
機
會
あ
る




